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ライフサイエンス 

植物の生産する有用物質の生合成酵素遺伝子の探索 

研究 

概要 

植物に含まれる薬効成分や香り成分、色素などの生合成の研究および環境中での代謝分

解 

 

 生命科学部 生命科学科 

清水 文一 教授 Bunichi Shimizu 

研究キーワード：クマリン化合物 二次代謝産物 生合成 

URL： http://researchmap.jp/read0069977 
 

研究シーズの内容 

クマリン化合物の生合成経路の解明 

桜餅の香り成分に代表されるクマリンおよびその類縁体は植物界に広く見られる二次代謝産物で

抗菌、抗酸化活性をもつ（図 1）。病原菌の侵入や乾燥、強光のストレスにさらされると多くの植物で

クマリン化合物が誘導蓄積することが知られている。これまでに全ゲノム配列が解読されたモデル植

物であるシロイヌナズナにおけるクマリン化合物の生合成に関わる酵素遺伝子の同定に成功した（図

2）。現在、桜餅の葉に用いられるオオシマザクラ、ソライロアサガオなど種々の植物から、生合成の

鍵段階を触媒するF6’Hホモログのクローニングを進めている。本酵素は桂皮酸（類）のオルト位を水

酸化する。桂皮酸類の芳香環のこの位置を水酸化する酵素は現在のところ生物界からはこのホモロ

グしか見つかっていない。本酵素に関する知見はオルト位水酸化桂皮酸およびクマリン化合物の生

産に利用できる。 

活用例・産業界へのアピールポイント 

酵素を利用した物質生産（クマリン化合物など）のための酵素遺伝子取得技術、植物成分分析 

 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 
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図１．　植物のクマリン化合物（一例）
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図　2 .  スコポレチン生合成経路
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ライフサイエンス 

円石藻の石灰化機構の解明 

研究 

概要 
海洋性藻類の円石藻が作る炭酸カルシウム殻の形成機構の研究 

 

 生命科学部 生命科学科 

長坂 征治 教授 Seiji Nagasaka 

研究キーワード：バイオミネラル 円石藻 遺伝子組換え 

URL： http://researchmap.jp/g0000209066 
 

研究シーズの内容 

生物によって形成される骨や貝殻などの無機鉱物は、バイオミネラルと呼ばれ、多くの生物種で観

察される。バイオミネラルの結晶生長、結晶多形は厳密に制御されており、その形成機構は、結晶

形成の制御による材料科学への応用、重金属の集積を利用したバイオレメディエーションへの応

用、炭酸カルシウムとして二酸化炭素を固定する機構に注目した地球環境分野への応用など、幅

広い分野での利用が期待される。 

 カルシウムを含むバイオミネラルの形成は、特に「石灰

化」と呼ばれ、石灰化を行う生物の一つである円石藻は、

細胞表面に円石（ココリス）と呼ばれる微細構造を持つ炭

酸カルシウムの殻を形成する。 

 円石藻の石灰化の分子機構については、多糖類の関

与が示唆されているのみであり、そのほとんどが解明され

ていない。本研究は、生理学、生化学的な研究と併せ

て、遺伝子の発現解析、遺伝子組換え技術の開発など

の分子生物学的な手法を用いて、円石藻の石灰化機構

の解明を目指すものである。石灰化機構が解明されれ

ば、材料科学への応用、円石藻の生理学を利用した炭

酸固定を利用した地球環境科学への貢献が期待され

る。 

活用例・産業界へのアピールポイント 

地球環境分野、材料科学分野、機器分析（元素分析、形態観察など） 

 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

 

円石藻 Pleurochrysis carterae の 

走査型電子顕微鏡像 


